
くらし
逸品ストッキング大手のアツギが2025年3月に発売した破れにくさが売りのレッグウエア 「スゴスト」が好調だ。生地の厚さと透明感という相反する2つの要素を兼ね備え、発売から約4カ月で小売店店頭での販売は計画を4割上回った。ストッキングの長年の課題だった破れやすさに技術力

で挑み、人気を集めている。

した時の太さが1 )で厚を持ちつつ、はいた際の見た。レッグ部分の摩耗耐久 課長は振り返る。スゴストの最大の特徴はさが変わる。同社では30 た目やフィット感はストッ回数も通常ストッキングの
厚い生地を使いながら透明 以上をタイツ、30 未満を キングに近い。

3.6倍だ。破れやすいつ

感がある点だ。レッグウエストッキングとし、デニー
通常は打ち合わせから商アは糸の太さであるデニール数の高い太い糸では透明 品化まで半年のサイクルで
ま先は生地の厚さを従来品の1.5倍、腰から太もも

コストパフォーマンスの高さも人気の理由だ。同社の基幹ブランドのストッキングは1足600円である値段設定と一見高くみえる。だが、通常は5回ほど ル数(1 の糸を均一に9 感が出なかった。スゴスト 新商品を作るが、スゴストにかけてのストッキングをのに対しスゴストは3倍の000 の長さに引き伸ばはレッグ部分で50 の厚みは強度と透明感を両立する 引っ張る際に力が入る部分6倍長持ち、厚み・透明感両立
アツギ、レッグウエア 「スゴスト」
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破れにくさが特徴のアツギの
スゴスト(ベビーベージュ)

まで開発に2年かかった。ストッキングは薄くなければならないという固定観念が社内にあったが、「太い糸でも透明感を出せないか」という発想転換がスゴスト誕生のきっかけとなった。
も厚さを2倍に補強した。新作の度に行われる社内での着用試験も通常のストッキングは5回ほど着用す

という。

の着用で破れてしまうところ、スゴストは6倍の30回はいても破れなかった。実際に「1足あたりの価格は高く見えるが、はいてみて納得した」との声があったると破れてしまうが、スゴ 品ぞろえはウエストまで
ストは破れないため試験期間が長かったという。「社
の長さのもの(1980円)とひざ下丈 (1320円)

種類を展開する。販売から4カ月で小売店での販売実績は計画を4割上回り、自社の電子商取引(EC)と直営店でも1割上回った。7月下旬分までを想定していたひざ下丈の在庫は6月下旬に完売した。8月以降の秋冬シーズンからは全国で発売し、目標を1割上回る受注があっ
たという。

8月下旬から全国販売が始まるのにあたり、9月からは対象の購入期間に買ったスゴストが破れた場合、新品と交換できるキャンペーンを行う。丈夫さをアピジャケットなどに使われ員に30回を目指して試験者の2型、シアーベージュ、ールし、多くの人に商品をている2種類のナイロンを用してもらったが、なかな ベビーベージュ、黒の3色。試してもらい、いずれはス張り合わせた太い糸を特許か破けず3カ月半以上かか サイズは長い丈の方がM~ ゴストの種類をさらに増や申請中の特殊な編み方で透って申し訳なかった」とレ LとL~LLの2種類、ひすことも検討する。明感が出るように工夫し ッグ製品開発課の加藤理子 ざ下丈が2~25用の1
(子玉朋佳)
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